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原
発
問
題
住
民
運
動
全
国
連
絡
セ
ン

タ
ー
は
二
月
二
日
、

「サ
ン
ピ
ア
ン
川

崎

（川
崎
市
労
働
会
館
）
で
第
二
十
二

回
全
国
総
会

・
交
流
集
会
を
開
い
た
。

伊
黄
津
石

ｏ
筆
頭
代
表
委
員
が

「代

主
条
百
公
覇
整
ど

を
行
っ
た
。

伊
東
氏
は
、
今
年

一
月
の
日
立
の
原

発
輸
出
凍
結
に
よ
り
、
安
倍
政
権
の

「原
発
輸
出
」
の
総
崩
れ
と
な
っ
た
こ

と
を
か
ら
、
日
本
の
原
子
力
政
策
が
、

第

一
回
原
子
力
長
計

（
一
九
五
六
年
）

が
始
ま
っ
て
以
来
、
六
十
二
年
を
経
て

す
べ
て
の
分
野
で
破
綻
し
た
こ
と
を
強

調
し
た
。

「
３

ｏ

ｌ

ｌ
」

の
福
島

原
発
事

故
は
日

本
の
原

子
力
政

策
の
破

綻
の
象

徴
的
事

代表委員会報告をする伊東筆頭代表委員

「
原

発
ゼ

ロ
」

へ
の
国

民

と

るの

対

話

場

面

大

き

く

広

が

件
だ
っ
た
が
、
事
故
後
、
原
発
の

「新

増
設
」

「再
稼
働
」

「原
発
輸
出
」
等

の
原
発
推
癖
壌
不
く
　
翼
処
理
工
場
」

里局
速
増
殖
炉
も
ん
じ
ゆ
」

コ品
レ
ベ

ル
廃
棄
物
」
等
の
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
政

策
の
す
べ
て
の
分
野
で
人
方
ふ
さ
が
り

が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。

合
わ
せ
て
，
原
子
力
政
策
が
日
本
社
会
、

経
済
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
大
き
な
歪
み
を

も
た
ら
し
て
い
る
現
実
を
解
明
し
、

「い
ま
こ
そ
、

「
彼
葎
勢
Ｌ

を
脱
し

て
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
ヘ
の
転
換
を

求
め
る
声
を
大
き
く
広
げ
よ
ン２

と
呼

び
か
け
た
。

伊
東
氏
は
、
こ
れ
ら
の
現
実
は
、

「原
発
ゼ
ロ
」
へ
の
国
民
的
対
話
の
場

面
を
大
き
く
広
げ
て
い
る
こ
と
を
指
摘

し
、　
眉
策
＄
」
口
」
の
展
望
を
語
つ
た
。

「討
払理

で
は
、
福
島
原
発
か
な
が

わ
訴
訟
原
告
団
長

・
村
田
弘
氏
の
あ
い

さ
つ
を
含
め
十
二
人
が
発
一一魂
　
「代
表

委
員
会
純藍
ど

、

「討
論
の
ま
と
め
」

等
に
示
さ
れ
た
基
本
認
識
を
、
参
加
者

が
共
有
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

全
国
総
会

ｏ
交
流
集
会
は
次
期
代
表

委
員
等
を
選
出
し
た
。

次
期
全
国
交
流
集
会
開
催
地
の
鹿
児

島
の
井
上
勝
博
代
表
委
員
が
閉
会
あ
い

さ
つ
。

「十
月
二
十
六
日

（土
）
は
川

内
原
発
現
地
見
学
、
二
十
七
日

（日
）

鹿
児
島
市
内
で
集
会
を
予
定
。
原
住
連

二
十
二
年
の
歴
史
で
初
め
て
の
開
催
と

な
る
の
で
全
国
か
ら
多
数
の
参
加
を
」

と
訴
え
た
。
◇

　

　

　

◇

林贄
釜
則
日
の
二
日
午
後
、
全
国
代
表

委
員
会
を
川
崎
市

「ミ
ュ
ー
ザ
川
崎
シ

ン
フ
オ
ニ
ー
ホ
ー
ル
」
会
議
室
で
開
催
。

全
国
総
会

・
交
流
集
会
へ
の

「代
表
委

昌公
覇
整
ど

等
を
審
議
・
確
認
し
た
。

〈酪
諄
輔
雲
掛
餃
酌
箱
曜
験
〉

○
同
時
＝
二
月
九
日

お

８̈
～
〓

３̈

含
Ｎ
８
開
場
予
定
ニ
ド
８
オ
ト
プ
ニ
ン
グ
）

○
会
場
＝
東
京

・
上
野
恩
賜
公
園
野
外

ス
テ
上
ン

○
メ
イ
ン
ス
ピ
ー
チ
＝
三
上
元
氏

（原
纂
ゼ
ロ
ｏ自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
連
盟

撃

一

〇
パ
レ
ー
ド
＝
〓

８̈
～
８

８̈

（解
散
地

御̈
徒
町
西
町
公
国

曇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（〓

○
東
電

ｏ
電
事
連

・
規
制
委

へ

「申
し
入
れ
」
と
交
渉

（二
面
）

○
全
国
代
表
委
員
会
報
告

（三
～
七
面
）

○
東
電

・
電
事
連

・
規
制
委
へ
の

「申
し
入
れ
」
（七
～
十
画

●
第
二
十
二
回
全
国

総
会

・
交
流
集
会
は
、

日
本
の
原
子
力
開
発

ふ

か

ん

史
を
俯
腋
し
な
が
ら
、

そ
の
全
面
的
検
討
の

始
ま
り
の
場
と
な
つ
た
●
日
本
の

原
子
力
政
策
は
、
第

一
回

「原
子

力
の
研
究
、
開
発
及
び
利
用
に
関

す
る
長
期
計
画

（
一
九
五
六
年

「原
子
力
長
計
」
）
か
ら
始
ま
る
。

そ
の
原
子
力
政
策
は
、
①
原
発
推

進
政
策
と
②
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
政

策
の

〃
二
本
柱
〃
か
ら
な
る
●
①

は
原
発
の

「新
増
設
」

「再
稼
働
」

「輸
出
」
を
主
な
内
容
と
す
る
。

②
は

「再
処
理
」

コ量
堪
聾
俎
炉
」

「高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
」
を

主
な
内
容
と
す
る
。
こ
れ
ら
す
べ

て
の
分
野
で
原
子
力
政
策
は
破
綻

し
た
●
そ
の
破
綻
の
表
れ
が
、
福

島
原
発
事
故
を
は
じ
め
と
す
る
原

発
立
地
地
域
の
危
機
的
状
況
で
あ

り
、
東
芝
の
破
産
危
機
を
は
じ
め

と
す
る
日
本
経
済
の
歪
み
で
あ
り
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
抑
制

の
歪
み
で
あ
る
●

「原
発
依
存
」

を
抜
本
的
に
改
め
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー

ヘ
の
転
換
が
求
め
ら
れ

る
。

「原
発
ゼ

ロ
」
の
国
民
的
対

話
の
場
が
大
き
く
広
が
っ
て
い
る
。
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東
電
交
渉

は

四

日
午
前

九
時

半
か
ら
東
電

・
幸
ビ
ル
で
行
わ

れ
た
。
あ
ら
か
じ
め
提
出
し
て

い
た

「申
し
入
れ
」
に
対
し
て
、

東
京
電
カ
ホ
ー
ル
デ
イ
ン
グ
ス

（株
）
上
工
地
地
域
部
　
原
子
力

セ
ン
タ
ー
各
担
当
者
が
文
書
に

よ
る
回
答
を
読
み
上
げ
た
。

「申
し
入
れ
」
の
各
項
目
に

対
す
る
回
答
は
、
社
会
的
信
頼

性
を
か
ち
え
て
い
な
い
東
電
の

「福
島
原
子
力
事
故
調
査
報
告

書
」
の
範
囲
内
の
も
の
に
終
始

し
、

「申
し
入
れ
」
に
対
す
る

直
裁
な
回
答
を
回
避
し
た
も
の

で
あ

っ
た
。
交
渉
で
の
指
摘
も

あ
り
、
二
点
に
つ
い
て
回
答
の

変
更
が
あ

っ
た
が
、
こ
れ
も
直

裁
な
回
答

で
は
な
か

つ
た
。

（七
～
八
面
参
照
）

電
事

連
と

の

交
渉
は
四
日
午
前
十

一
時
か
ら

経
団
連
会
館

一
階
の
狭
い
面
会

室
で
行
わ
れ
た
。

電
事
連
広
報
課
、
原
子
力
部
、

秘
書
室
関
係
者
が
対
応
。
こ
こ

で
も

「原
発
依
存
」
前
提
の
抽

象
的
回
答
に
終
始
。
参
加
者
は
、

電
事
連
が

「も
は
や
原
発
ビ
ジ

ネ
ス
は
成
り
立
た
な
い
」
の
認

識
を
共
有
し
、
再
生
可
能

エ
ネ

ル
ギ
ー
開
発
の
イ

ニ
シ
ア
テ
イ

ブ
を
発
揮
す
る
と
き
だ
、
と
指

摘
し
た
。

（八
～
九
面
）

規
制

委
と

の

交
渉
は
四
日
午
後
二
時
か
ら
参

院
議
員
会
館
で
行
わ
れ
た
。

「中
し
入
れ
」
項
目
に
し
た

が

っ
て
、
規
制
側
は
各
担
当
者

が
そ
れ
ぞ
れ
回
答
し
た
。

当
初
、
提
出
の

「申
し
入
れ
」

に
再
稼
働
原
発
の
定
期
点
検
イ

ン
タ
ー
バ
ル
の
延
長
問
題
が
欠

落
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ

へ
の
規
制
委
の
回
答
を
追
加
し

て
求
め
た
。

東
電
下
電
事
連
、
規
制
委
に

「申
し
入
れ

第
二
十
二
回
全
国
総
会

口
交
流
集
会
に
参
加
し
た
当
セ
ン
タ
ー

代
表
ら
は
二
月
四
日
午
前
に
東
京
電
力
、
電
気
事
業
連
合
会
、
午

後
に
参
院
議
員
会
館
で
原
子
力
規
制
委
員
会
と
、

「申
し
入
れ
」

に
も
と
づ
い
て
交
渉
を
行
っ
た
。

東京電力 (左側)との交渉

電事連 (右側)との交渉

す
る
よ
う
求
め
た
。

照
）

規
制
委

の
回
答
も

「
申

し
入

れ
」
に
直

接
は
答
え

る
も

の
で

は
な
か

つ

た
。最
後
に
、

参
加
者

は

規
制
委
に

対
し
て
は
、

名
は
規
制
、

実
は
推
進

の
現
状
を

改
め
、
規

制
委
に
徹

（十
面
参

規制委 (向こう側)との交渉

∧
全
国
総
会

口
交
流
栗
（ご

の

コ討
浴脚

で
の
発
百
番
需
統
蕗
）
∨

①
女
川
原
発
再
稼
働
の
是
非
は
県
民
投
票
で
　
　
高
野
　
博
（宮
城
）

②
原
発
ゼ

ロ
ヘ
の
道
を
切
り
拓
く
た
め
に
　
　
米
谷
道
保
（北
海
道
）

③
福
井
県
に
お
け
る
原
発
再
稼
働
阻
止
の
運
動
　
林
　
広
員
（福
井
）

④
福
島
原
発
か
な
が
わ
訴
訟
原
告
団
長
挨
拶

　

村
田
　
弘

⑤
新
潟
県
の
事
故
検
証
と
運
動
の
展
望
　
　
　
エエ
石
雅
昭
（新
潟
）

⑥
国
二
塁
暴
算
稔
牢
す
る
豊
整
響
択
第
薫
Ｔ　
　
　
持
田
繁
義
（新
潟
）

⑦
四
睾
署
あ
定
檎
闊
押
常
Ｉ
規
型
安
Ω
理
反
　
　
和
田
　
宰
（愛
媛
）

③
被
災
者

・
被
災
地
の
切
り
捨
て
の
現
状

　
　
早
川
篤
雄
（福
島
）

⑨
放
射
能
汚
染
廃
棄
物
の
焼
却
問
題
　
　
　
　
小
林
立
雄
（宮
城
）

⑩
東
海
原
発
の
危
険
性
と
規
制
委
の
問
題
点

　

小
林
栄
次
（茨
城
）

①
若
者
を
福
島
現
地
視
察
に
送
り
出
す
活
動

井
上
勝
博
（鹿
児
島
）

⑫
高
レ
ベ
ル

・
〓
廃
棄
物
の
保
管
の
問
題
点

　

谷
崎
嘉
治
釜
目
森
）

〈新
機
雲
業
蓄
員
Ｃ
黙
称
越
じ
〉

○
筆
頭
代
表
委
Ｌ］員
幹
事
）
奮

）

○
代
表
委
員
（幹
事
）
早
川
篤
雄
倉
理
Ｃ

立
石
雅
昭
霧
潟
）

持
田
繁
義
薪
潟
）

柳
町
秀
一
露
“玉
）

米
谷
道
保
↑
海
道
）

公
壁

落

全
暴

）

高
野

博
谷
轟
じ

大
川
正
治
籍
営
じ

姦

）

野
Ｉ
賃
共
墓
δ

〃 〃 〃 〃
○

〃
傘
堕
査
丞
奮
８
尊
鈴
配
恒
二
余
昼
只
）

〃
　
　
　
　
児
玉
一
人
（石
川
）

〃
　
　
　
　
　
林

広
員
倉
里
↓

〃
　
　
　
　
　
　
　
由
偏
沢
松
＝
丈
会
計
渤
円）

〃
　
　
　
　
　
　
　
開
蠍
但
哲
墨
心
含
耐詢
円）

〃
　
　
　
　
出
馬
益
子
曾
一重
）

〃
　
　
　
　
橋
本
武
人
（和
歌
山
）

〃
　
　
　
　
芹
沢
芳
郎
宴
阪
）

〃
　
　
　
　
和
田

宰
繊
縫
０

〃
　
　
　
　
　
　
土
ノｒｉ上
艤
像
憚
【含
蔵
岬
省
騎
）

〃
　
　
　
　
　
山
本
幸
一
本
嘉
砂

〃
　
　
　
　
　
　
捕循
邑
駆
切
含
日
治
里
γ
緒
壮
）

〃
　
　
　
　
　
木
下
興
（民
医
連
）

２

　
　
　
　
　
　
　
種

〃
　
　
　
　
　
　
　
　
山
五
村μ敵主
ハ
↑
次
稀
効
）


